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者数 2,653,652 人（2021.3.15. 現在、米ジョンズ・ホプキンス大学）と膨大な人数です。日本にお
いても感染者数 44.7 万人、死亡者数は 8,587 人となっています（2021.3.15.NHK）。私たちの生活
は、感染防止対策として外出は自粛となり、在宅勤務が推進され、大学は 2020.4. に発出された第
1 回目の緊急事態宣言により対面での授業ができず、オンライン授業が開始されました。感染が











マを GREAT RESET としたことで注目されています。GREAT RESET は、新型コロナウイルス
感染症の危機、気候変動や格差の拡大などの危機から、より良い世界を取り戻すために過去を断
ち切ること、すなわちコロナ以前には戻らないという新しい経済社会システムの構築をしなけれ
ばならないというポジティブな表明です。
　こうしたコロナ禍の中、看護学研究においても同様に研究活動の困難さを克服できるよう
GREAT RESET し、倦まず弛まず研究活動を進めていきたいものです。看護学研究所は、この
GREAT RESET が図れるように看護研究者を支援する活動を進めていきたいと思います。
　最後に、この巻を発刊するにあたりご尽力いただきました皆様に深謝申し上げます。
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